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１．はじめに
我々は佐賀平野を流れる主要な河川について，
藩政時代における「流域治水」の観点から検討を
続けてきた．今回検討の対象とした城原川は佐賀
平野では嘉瀬川に次ぐ大きな河川であり（図‐１
参照），藩政時代初期に佐賀藩家老であった成富
兵庫を頭とする佐賀藩土木技術集団によって徹底
的に改修された河川である．佐賀平野西部の河川
群が「瀬替」された河川である事を西は祇園川１），２）
から嘉瀬川３），巨勢川４），田手川５）と検証を行って
きた．そして，「瀬替」の大きな目的の一つが「自
然堤防地帯」で“溢れさせる治水”システムを構
築する事により，「デルタ地帯」を“溢れさせな
い地帯”にする事であったと云う成富兵庫の独創
的・革新的な治水システムを発掘してきた５），６）．
この“溢れさせない治水”によって，有明海に面
したため開発が困難な「デルタ地帯」の干拓が可
能となり，藩政時代における佐賀農業の飛躍的な
発展の原動力になった７），８）．
（公称３６万石の石高が幕末期には実碌９０万石の実
力を備えていた９））．
その結果として「日本で始めての軍艦を造り海
軍を創設した．そして，その過程で佐賀藩の科学
佐賀平野における流域治水の一環としての
城原川治水システムに関する研究
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図‐１ 佐賀平野河川図 「１４万分の１地勢図」より作成
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技術が日本の最先端を走り，近代科学の基幹であ
る製鉄・造船・電信・蒸気機関の最初のものは，
日本では佐賀で造られた．」と古藤は述べてい
る９），１０）．この様な佐賀藩先進性の基礎を創った藩
家老の成富兵庫が明治政府によって「藩政時代に
おける河川功労者」として“関東流”の伊奈家累
代，“紀州流”の井沢家累代を抜いて最高の叙勲
を受けた７）のは当然だったと思われる．この成富
兵庫は城原川上流（扇状地帯）左岸に従来になかっ
た新しい機能を有する霞堤を築造した１１）．それは，
本堤（一番堤）の破堤防止を目的とする霞堤の築
造であった．更に上流右岸に設けられた独創的な
遊水地群１２）との連携の下に検討を進めていくと，
扇状地帯における驚異的な“洪水エネルギー減殺
システム”が見えてきた．このシステムの構築に
より下流「自然堤防地帯」における“越流システ
ム”の形成が可能となった．我々研究グループは，
成富兵庫によって佐賀平野全面に構築された「流
域治水」を発掘すべく，今回は城原川を中心とし
て検討を進めた結果を報告する．
２．城原川上流（扇状地帯）における治水
システム
２‐１．城原川上流における瀬替について
我々は城原川上流における瀬替について次の様
に述べたことがある１１）．「神埼町史」１３）によると，
横路水道を築くために，“城原川の水流をかえた
東岸の地点では，そこに百土井（１８０）を石
垣で築き”，更に“あらこう（荒篭）を三箇所に
作った．”然し，“古来自然の流れを人工で変える
という逆らいごとは，充分な成功を収め難いもの
で，この百土井も昭和２１年，明治４２年，慶応２
年，文政１１年，安永５年に出水に寄って決壊し，
その都度付近一帯の水田は砂山と化した”と書か
れている．これ程までの犠牲を払って“自然の流
れを人工で変える（瀬替）”の目的について，単
に横落水路を築くためだけとは考えられない．然
し，この時点では“瀬替”の原因について明らか
でなかった．今回，図‐２の如く，城原川上流の
治水施設の位置を記入してみると，“瀬替”地点
の百土井から南に垂線を下ろすと，横落水路の
取水地点である「城原川の石井樋」地点と交差す
る事が明瞭になった．つまり，横落水路の取水地
点のために“瀬替”する必要は無かったのである．
前報１１）では，解明していなかった“瀬替”の目的
について，両岸の治水施設を検討する過程で極め
て高度の“洪水エネルギー減殺システム”を構築
するためであった事が明らかになってきた．
２‐２．城原川右岸の遊水地の機能について
従来，城原川上流左岸の治水施設については，
野越（乗越堤）であり，越流した洪水は背後の耕
地に広がり，馬場川に流入した等と述べられてき
た１４），１５）．
この様な状況の中で，治水については素人であ
る佐藤悦子が右岸の遊水地について指摘し，“な
まず河原遊水地”や“真正寺遊水地”と名付けて
も，研究者・技術者らは一顧だにしなかった．図‐
２で分かる様に，城原川右岸では支川（勝負川，
菅生川）との合流点付近で，低くなりつつあった
堤防が無堤になっている．その地点の下流には背
振山地末端部の丘陵が張り出してきていて洪水の
流下を阻害している．きちんと真摯な目で見れば
素人でも分かる遊水地である．無堤部・支川との
合流部・丘陵部の出っ張りと言う三点セットで造
られた２つの遊水地の機能は，従来の“洪水のピー
クカット”という機能は有していない．また，扇
状地帯であるため地面勾配も急で遊水量も多くな
い．ここで参考になるのが，急流河川である御勅
使川で武田信玄が施工した“洪水エネルギー減殺
工法”である．このシステムについて竹林は次の
様に述べている１６）．
東流してくる御勅使川は「白根の将棋頭」によっ
て２つに分けられる．北を流れる御勅使川は溶岩
流が固まって出来た「高岩」という崖にぶっつけ
る．高岩にぶっつかって跳ね返ってくる流れを「高
岩刎ね」と呼んだ．高岩刎ねと前御勅使川とがぶっ
つかって「洪水のエネルギー」が減殺されたと．
この説を念頭に図‐２を見ると成富兵庫が右岸に
遊水地を造成した意図が明瞭になってくる．
百土井で西に曲げられた城原川は“なまず河
原遊水地”に向って突進してくるが勝負川の激流
と衝突させられてエネルギーを幾分減殺する．エ
ネルギーを減殺させられた洪水は遊水地の水と衝
突し，エネルギーが吸収させられる．エネルギー
を吸収・減殺させられた洪水は丘陵部の出っ張り
に衝突し対岸に向う．
後述の如く，対岸の左岸は霞堤で補強されてお
り，左岸から跳ね返った洪水は“なまず河原遊水
地”と同様の機能を持った“真正寺遊水地”で吸
収・減殺された．この様なシステムでエネルギー
を減殺させられた城原川から“横落水路”は取水
されている．この取水地点である“石井樋”は対
岸から認識できない程の“清楚な乙女タイプ”の
石井樋であり，“メタボの臭い中年男タイプ”で
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ある嘉瀬川の石井樋と異なっている．城原川の旧
本川といわれる馬場川の取水地点を百土井から
上流に移した成富兵庫の知恵は，その後に築造し
た嘉瀬川の石井樋では生かされていない様にみえ
る．然し，その苦渋の選択については佐賀平野に
おける「流域治水」の観点からしか理解出来ない
点の認識が重要であると岸原らは何度も指摘して
きた２），３），８），１７）．
２‐３．城原川左岸の霞堤の機能について
城原川上流（扇状地帯）左岸の治水施設が，従
来の説と異なり“野越”（乗越堤）ではなく“霞
堤”であり，その機能は全く新しい“本堤の破堤
防止機能”であると述べた５），１１）．この時検討に用
いた地形図は佐賀県が昭和２７年に編集した５０００分
の１地形図と昭和２３年米軍撮影の航空写真であり
図‐２の如く，霞堤４号の二番堤の上流端が菅生
橋から右原に向う道路と繋がっている事は確認出
来たが，霞堤３号の二番堤の上流端が聞き込みで，
必ずしも明確でなかった１１）．今回，神埼市役所の
御好意により「県営圃場整備事業佐賀東部神埼地
区（茜工区）計画平面図」が入手出来た．縮尺は
千分の１で，１筆毎に地番と地目・地面高が記入
されている．この図から作成した図‐２の如く，
霞堤３号の二番堤は霞堤２号の二番堤に繋がって
いて，霞堤の開口部以外は霞堤３号の一番堤と二
番堤，それに霞堤２号の二番堤によって囲暁され
ていた．二番堤の堤高とその下の田面高との差は
上流部で１．３，下流部で１．８位であった．また，
霞堤４号を囲暁する道路と田面高との差は本堤
（一番堤）に近い部分で２もあった．これ等の
結果から前回述べた「囲暁された堤内地に“水が
貯留される”ことにより期待される第一の機能は
加藤清正が緑川中流部に築造した“石積み堤防”
と同じ機能で１８）堤防の“表のり”にかかる水圧を
“裏のり”の水圧で減圧し“破堤防止”を図るも
のであり，第二の機能は越流した洪水により“裏
のり”が洗掘されて破堤するのを防ぐものである．
これら２つの機能を持った霞堤により水衝部に当
たる本堤の破堤を防いだ１１）」ことが裏づけされた．
２‐４．城原川上流における瀬替の目的について
これまで述べてきた事を総合すると，城原川上
流における瀬替の目的が明らかになる．扇状地の
扇頂部で“瀬替”された城原川の水衝部には“百
土井”が築造されたが，更に破堤防止機能を有
する霞堤１号と２号とにより百土井を含む左岸
が補強された（図‐２参照）．南西に向った洪水流
は“なまず河原遊水地１２）”でエネルギーを吸収・
減殺されて南東に進む．この洪水流を受け止める
水衝部の堤防を霞堤３号が補強した．この堤防に
より刎ね返されて南西に向った洪水流は“なまず
河原遊水地”同様の機能を有する“真正寺遊水地”
でエネルギーを吸収・減殺される．対岸は霞堤４
号で補強されていた．減勢された洪水が南下し始
めるのは図‐２の“石井樋”地点付近であり，自
然堤防地帯の上流にあたる．図‐２で分かる様に
“百土井”と横路水道の取水地点である“石井
樋”とは 同じ垂線上にあり，その相違は激突す
る洪水流のエネルギーの大きな差であり，それは
この区間の両岸に築造された独創的な治水施設に
よるものであった．この様に，城原川上流の「瀬
替」の目的は“洪水のエネルギー減殺”にあった
と考えられる．右岸は御勅使川における武田信玄
の工法１６），左岸は緑川における加藤清正の工法に
似ているが１８），城原川ではこれ等を更に進化させ
た古今未曾有の工法がシステムとして組み合わせ
られていた．この様にして減勢された洪水は，そ
図‐２ 城原川上流部の治水施設
（昭和４９年神埼町全図に加筆）
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の下流である“自然堤防地帯”で緩やかに越流さ
せる事が可能になった．
３．城原川中流（自然堤防地帯）における
治水システム
城原川は図‐２の“石井樋”地点付近から河床
勾配の緩やかな“自然堤防地帯”となる．この地
帯の右岸に２箇所，左岸に３箇所，野越（乗越堤・
越流堤）が築造されていた（図‐３参照）．野越（越
流堤）とは「洪水調節のため，堤防の一部を特に
低くつくり，ある水位以上の洪水流を越流させる
ようにつくられた堤防」１９）であるが，越流後の遊
水地への導水方法については検討された事例は少
なかったように思われる．然し，この自然堤防地
帯に築造された“越流システム”は上流に築造さ
れた“洪水エネルギー減殺システム”同様に全く
独創的なシステムであった．
３‐１．城原川中流左岸に構築された越流システ
ム－洪水が川を渡る－
図‐３の地点「“鶴西野越”を越えた洪水は上
流に向って流れ，旧本川である“馬場川”を越え
て，放水路である“笹隈川”に流入した」と“鶴
西”の住民である岩山が言った時には共著者の誰
もが信用しなかった．乗越堤からの越流水が５００
以上も上流の水田に逆上し，更に馬場川を渡る
というのである．然し，前述の「県営圃場整備事
業佐賀東部神埼地区計画平面図」をスキャンし，
地目と地盤高だけを表示し，鶴西地区を拡大した
のが図‐４である．「鶴西野越」からの越流水は
１０．４２の畑に流入する．越流水は樹林に被われ
た水受堤に沿って北上する．この水受堤の堤防敷
は最大幅２０の巨大な堤防で，下方に位置する鶴
西集落の二階より高い状況は現在でも見ることが
出来る．鶴西の上方（北方）で越流水は２つの流
れに分かれた様である．１つの流れは微高地であ
る畑地と宅地とに挟まれた水田地帯を東に流れた．
宅地は耕地整理の対象とならないので地盤高は計
測されていない．馬場川に到達した場所の水田の
地盤高は９．５０で，野越から１５０北上しても地
盤高は１前後低かった．この地帯を流れる馬場
川は“掘割水路”で堤防はない．右岸の田面高９．５
，右岸は９．１６で勾配差があり，満水した“掘
割水路”を越流水は“渡って”右岸の水田に向っ
て流れたとの推定が可能である．一方，宅地を迂
回して北上した越流水は，野越から５００北の田
面高９．２４（１．２差）の水田に達し“馬場川を
渡った”と推定される．越流水の水頭差は，地盤
高の差に越流深を加えるから相当あったと考えら
れるが，田面一杯に広がって流れたという地元民
の話からも流速は田面を洗掘・破壊する程の激し
さはなかったと思われる．越流水が“馬場川を渡っ
た”現象は地元民の話と田面高図などから，ほぼ
間違いないと推定された．“馬場川を渡った”城
原川の越流水は図‐４の如く，最も地盤高の低い
地帯を流れる“放水路”笹隈川に流入し，三本松
川，田手川と合流した後に“渡った馬場川”と合
流する．この合流点付近が“デルタ地帯”の上限
に相当し，満潮時には洪水が滞留し始める地帯で
あり，そのためのシステムが構築されていたこと
は後述する．
３‐２．城原川中流左岸に構築された越流システ
ム－死水域化型高水敷－
図‐１の中央部を流れる嘉瀬川は多布施川を分
岐した地点（石井樋地点）付近で流路を急角度で
図‐３ 城原川の越流システム
（明治４５年作成２万地形図を編集）
8 低平地研究 No.20 June 2011
西に曲げている．この石井樋地点より上流の本堤
と平水路に沿った前堤の分布図を図‐５に示した．
左岸に“尼寺林高水敷”と名付けた堤外高水敷が
ある．昭和２８年水害の調査を行った小出博は“嘉
瀬川上流部左岸には広い高水敷があり遊水地とい
われている．佐賀市の真北に何故遊水地を造った
のであろうか”と疑問を呈している２０）．左岸堤外
高水敷の中で最も広い５ヘクタールの面積を有す
る“尼寺林高水敷”は全面竹林で覆われていた２１）．
そして，図の如く前堤と本堤が高水敷の上下端
で繋がっている．更に驚嘆すべきは，本堤にも“野
越”があるが，前堤にも“野越”があった．洪水
の初期に前堤の乗越堤を越えた流水により高水敷
内は死水域と化した．本堤の“野越”から越流が
始まると，洪水は高水敷内を緩やかに移動した．
洪水のピーク流量をカットする通常の遊水地（河
積増大型高水敷）と異なり，死水域により本堤へ
の洪水の衝撃を防ぎ（破堤防止機能），緩やかに
越流させる“死水域化型高水敷”６）が築造されて
いた．これと同じ構造を有する高水敷が緑川支流
浜戸川で藩政時代末期に近い文久二年（１８６２年）
に当地の庄屋らによって築造されたが，肥前と肥
後の土木集団の交流から佐賀平野の“死水域化型
高水敷”が導入された可能性が強い５）．図‐５に“鶴
西集落”の下流に位置する“鶴西高水敷”と“日
出来高水敷”を示した．この図は大正９年発行の
２．５万分の１地形図「佐賀北部」から作成した．“鶴
西高水敷”は現存するが，土地利用は，当時は広
葉樹・針葉樹の樹林帯であった．昭和４２年発行の
地形図では“荒地”に変化している．
“日出来高水敷”では二ヶ所の“野越”は嵩上
げされた状態で現存しているが，堤内地の堤防は
“圃場整備”のためか，昭和４２年の地形図には記
載されていない．この高水敷は，対岸の旧西郷村
の“飛び地”であったため，洪水時に監視の目が
なく，水の挙動や高水敷の構造などが詳しく分
図‐４ 鶴西越流システムの地盤高図
（県営圃場整備事業東部計画平面図より）
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かっていない．野越３号（日出来野越１号）から
の越流水は高水敷に滞留した後，放水路である“中
郷川”（かわんなか）を流下した．この野越３号
からの越流システムが“尼寺林高水敷”などの“死
水域化型高水敷”の原型であったことは明らかで
あるが，野越４号（日出来野越２号）からの越流
システムについては不明の点が多く，この解明は
今後の懸案事項である．
３‐３．城原川中流左岸の越流システム
３‐２で述べた様に“日出来野越１号，２号”
からの越流水は，図‐３の放水路である中郷川を
流下する．従来は流下した洪水は“永歌”付近で
拡散したと言われてきた．明治・大正年代の地形
図や昭和２０年代の航空写真に現地での聞き込みに
より詳しい構造が明らかになってきた．“永歌”
の南に比較的大きな水路があり，旧神埼村と旧城
田村との境界になっていた．村境にの水門があ
り，その開閉は下流城田村の高志区長が決定権を
有していた．高志区長は後述の“詫田野越”か
らの越流状況から水門の開閉を決めた．水門が閉
じられると，中郷川の越流水は村境である水路堤
防の北部に滞留した．此処の遊水地は城原川本川
の洪水を遊水する“本川越流型遊水地”５），７），２２）で
あった事が分かる．
３‐１で述べた“鶴西野越”からの越流水は図‐
３の放水路“笹隈川”に流入し，三本松川と合流
し，更に”曽根ヶ里“下方で田手川と合流する．
この合流点付近の三本松川の右岸は無堤部を含め
て”野越“の機能があり，越流水は南方の“蔵戸”
や“下板”集落に流下した．田手川と馬場川との
合流点付近が満潮時に洪水が滞留し始める地点で，
満潮と洪水のピークとが重なると，用水路河川で
ある“馬場川”を遡上し，の“詫田野越”を越
流し，高志や詫田などの地域に遊水した（満潮型
遊水地５），７），２２））．つまり，水路堤防によって遊水地
の機能が異なっていた．ここでも，佐賀平野にお
ける遊水地の機能分類が行われていた事が分かる．
また，聞き込みの過程で“野越”をめぐる裁判記
録も明らかになった．馬場川下流の各集落の区長
預かりの文書に裁判記録が含まれていた．昭和３０
年に佐賀地方裁判所は「仮処分」を決定した．件
名は“流水妨害物所除去請求等の訴”であり，原
告は図‐３の“蔵戸”や“下坂”の住民１１３名で，
被告は馬場川右岸の“高志”や“詫田”などの２５７
名である．
昭和２８年水害時に馬場川を遡上した洪水が“詫
田野越”から越流し，“高志”や“詫田”は大き
な被害を受けた．このため，昭和３０年に“詫田野
越”に木柵を組み土嚢を積み上げた．この工事を
めぐり馬場川下流の左岸と右岸とが対立し，裁判
沙汰になったものである．“高志”など右岸側の
集落は，上流（中郷川）からの洪水は村境の堤防
でカットされるし，馬場川の堤防も対岸より強固
で恵まれている．これに対して，左岸側は地盤も
低く，田手川・馬場川の被害を受けてきた．更に
左右両岸で勝手に堤防高を変えたりしないという
申し合わせがある．これらの点を考慮して，裁判
所は右岸側が築造した“防水構造物”を除去する
「仮処分」を決定した．図‐３で，田手川・三本
松川に加えて城原川などの洪水がの“曽根ヶ里
野越”を越えて“蔵戸・下板”方面に流下してき
て“浸水害”を受けてきていた，つまり“本川越
流型遊水地”の色彩が強い地域である．村境の水
路堤防や馬場川堤防によって“本川洪水”から守
られた“高志・詫田”地区は“満潮時”には遡上
する洪水を負担する事を求められたのである．以
上の様に，城原川中流左岸における“野越”から
の越流は独創的なシステムにより下流へ流下した．
野越からの越流水は無雑作に後背地に拡散するの
でなく放水路によって適当な遊水地へ導水された．
“中郷川”の場合は東に１キロ，南に５キロの長
図‐５ 嘉瀬川上流の野越分布図
（昭和４２年佐賀県土木部作成図編集）
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旅をした．
３‐４．城原川右岸の越流システム
図‐３に示すの“八子野越”からの越流水は，
東西に延びた“水受堤”に沿って西に流れて“横
落水路”に流入した．取水地点“石井樋”から水
受堤との合流点までは水路は無堤である．合流点
から下流の水路には左岸のみ築堤されていた．こ
れは，左岸から越流すると地面勾配に沿って激し
く流下し，耕地を洗掘する可能性があるからだと
思われる．南下する“横落水路”は川寄集落で
直角に近い角度で西に曲げられたが，正面に“川
寄野越”があり余分な流水を放水路である“深田
川”に流し込んだ．更に，の“境井樋”でも余
分な流水を“深田川”に流して，洪水が西部に流
れるのを防いだ．“利田野越”からの越流水も
水受堤によって導かれ“深田川”に流入した．こ
の様にして，越流水は放水路を流れて“中地江川”
北方の地域に遊水した（本川越流型遊水地）．
４．結論
１）平野部の城原川上流（扇状地の扇頂部）にお
ける「瀬替」の目的は，激しく流下する洪水
の“洪水エネルギー減殺”が目的であった．
２）“減殺”された洪水は自然堤防地帯で緩やか
に越流させられた．
３）上・中流部における“治水システム”により
下流“デルタ地帯”は洪水から保護され，佐
賀農業発展の原動力となり，佐賀藩が幕末期
に日本における科学の最先端を走る基礎を
創った．
４）扇状地地帯右岸には武田信玄が御勅使川と釜
無川との合流点で施工した“洪水制御工法”
に似た手法が用いられた．但し，城原川の場
合は三点セットで築造された遊水地により
“洪水エネルギー吸収システム”が活用され，
二回繰り返された．
５）扇状地地帯左岸には加藤清正が緑川で施工し
た“水”でもって破堤を防いだ工法と同じ様
な発想の下に，全く独創的な機能（破堤防止
機能）を有する“霞堤”を四地点で築造した．
６）左右両岸のシステム構築により“洪水流”は
何度も両岸に衝突して“エネルギ “ーを吸収・
減殺された．
７）城原川中流部（自然堤防地帯）の左岸では“洪
水”が堤内地を遡上し，川を渡る“越流シス
テム”が鶴西野越で構築された．越流水は放
水路を流れて他の河川と合流し，満潮時には
“満潮型遊水地”に流入した．
８）同じ左岸の“日出来野越”では高水敷を利用
して穏やかに越流させた．
越流水は放水路での永い旅路の果に“本川越
流型遊水地”に辿りついた．
９）城原川右岸の二つの“野越”からの越流水は
放水路を流れて，“本川越流型遊水地“に流
入した．
この城原川をみるだけでも，成富兵庫を頭とす
る佐賀藩土木技術集団が卓越した“地形と水”に
関する知識を有していた事，人工的な大地の改変
を通じて豊穣で人に優しい自然を創造した事がよ
く分かった．
成富兵庫の佐賀平野における「流域治水」は“集
落”や“デルタ地帯”など「弱者」は徹底して守
り，超過洪水は巧みなシステムにより安全な地域
に穏やかに誘導した．その“遊水地”の被害は地
租により補償した５），７），８）．
成富兵庫の治水に関する見解の相違は少なくな
い．最近では，蛤水道に関する見解の相違２２）も生
じてきている．これらは当時の治水技術に関する
科学的検証の少なさの証左であり，佐賀平野治水
に携わる技術者・科学者には今後とも総合的かつ
図‐６ 日出来野越分布図
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科学的な視野に立った研究および技術開発が求め
られている．
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